
弱さにある希望を表現する映像メディア 

にじメディア上映イベント Vol.２～４ 
   

    

◇◇◇◇◇◇東久留米市社会福祉協議会ボランティアセンター◇◇◇◇◇◇ 

主催： 

にじメディア制作委員会（齋藤
さいとう

） 

電話 042-458-0712 

団体ＨＰ https://logosfilm.jp/free/nijimedia 

東久留米市社会福祉協議会ボランティアセンター 

電話 042-475-0739 

 

新型コロナウイルス感染症防止のためのお願い 

（会場参加の場合） 

①当日は事前に検温と体調の確認をお願いします。 

 風邪等の症状がある場合、参加はご遠慮ください。 

 なお、キャンセルの場合は事前にご連絡をお願い 

します。 

②マスクを着用の上、ご来場ください。 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、 

 会場参加を中止する場合があります。 

 中止の場合はにじメディア Facebookページにて 

告知し、既にお申し込みいただいている方には個別 

に連絡いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自閉症の兄弟２人の日常を記録した映像から、これからの社会を考えます（令和２年度地域協働事業） 

★ＦＲＥＥ ＰＡＰＥＲ ～ご自由にお持ちください～ ＴＡＫＥ ＦＲＥＥ★ ２０２１年１・２月号（１月１２日発行） 

上映作品：「そらくんとたからくん」 

日時：Vol.２ １月 23日（土） 

午後２時～４時 

    ※オンライン視聴のみ 

Vol.３ ２月 12日（金） 

午後７時～９時 

   Vol.４ ３月 ６日（土） 

午後２時～４時 

参加方法： 

①会場参加 

会場：中央町地区センター２階 

    第３・４会議室（中央町６－１－１） 

※駐車場はありません。公共交通機関、もしくは

近隣の有料駐車場をご使用ください。 

②オンライン視聴（詳細は Facebook参照） 

 ID ＠nijimedia 

内容：第１部 映画上映 

   第２部 トークショー 

   第３部 トークゲストへの質疑応答 

トークゲスト： 

・一般社団法人 Polyphony 

 リカバリーカレッジ・ポリフォニー 

 代表理事 時田
と き た

 良枝
よ し え

氏 

・一般社団法人みんなの大学校 

 学長 引地
ひ き ち

 達也
た つ や

氏 他 

申し込み方法（会場参加の場合のみ必須） 

①専用回答フォーム 

 http://bit.ly/niji-sanka 

②イベントサイト「Peatix」 

 https://nijimedia-vol1-4.peatix.com/ 

③にじメディア制作委員会に電話 

Vol.1（令和２年１２月）参加者の感想 
〇そらくん、たからくんのイキイキとしている姿、 

好きなことに没頭している姿がとてもステキでし 

た！！そして、お母さまが映画の中でお話されて 

いた「将来のことを考えるよりも今をたのしく 

生きてほしい」という言葉に感動しました。 

日常の生活を描くステキな映画でした！！ 

（３０代・女性） 

〇型にはまらず、いろいろな考えや価値のある社会 

になっていってほしい、いくべきだと思っていま 

す。本当にステキな作品ありがとうございました。 

（５０代・女性） 

フォーム 

Peatix 

にじメディア 

Facebook 



 

 

 

   

  

    

   

 

 

 

 

      
社協で加入を受け付けているボランティア保険は、

令和３年度から保険料が改定されます。 

改定内容：①Ａプラン（基本コース）の保険料の 

      引き上げ（改定後 350円） 

     ②Ａプラン（基本コース）以外の 

      コースの補償金額変更 

※詳細は(有)東京福祉企画の 

 ホームページをご覧ください。 

※加入受付は３月中旬以降となります。 

 寄付活動は、コロナ禍でも比較的安全に行える 

ボランティア活動のひとつです。皆さまからの 

ご寄付、お待ちしております。 

 

 東久留米市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

電 話   ０４２-４７５-０７３９     〒203-0033 東久留米市滝山 4-3-14 

ファックス ０４２-４７６-４５４５           わくわく健康プラザ２階 

開所時間  月～金曜 午前８時半～午後５時 

E-mail  volunteer@higashikurume-shakyo.or.jp   https://www.higashikurume-shakyo.or.jp/ 

３ 令和３年度ボランティア保険 

  保険料の改定について 

※ご寄付いただく際は台紙からはがさず、切手の周囲を 

 １ｃｍ程度残して切り取ってください。（写真参照） 

令和２年 12月 17日（木）、社協で養成講座を 

行っている災害ボランティアスタッフの会の 

フォローアップ講座を実施し、13人のスタッフが 

参加しました。 

 社協では、災害発生時、市からの要請に基づき 

災害ボランティアセンターを立ち上げます。災害 

ボランティアスタッフの会とは、災害ボランティア

センターの設置・運営を担うボランティアです。 

 今回の講座は、オンライン会議サービス「Zoom 

ミーティング」の使用方法についてボランティア 

センター職員が解説しました。  

 

 

１ 災害ボランティアスタッフの会 フォローアップ講座 

「オンライン会議ツールの使い方講座」 

オンラインを活用することで、これまでのように

集まらなくても、情報共有やニーズ把握が可能で

す。また、平常時には遠方の研修に参加し、学んで

おくことで、災害発生時の速やかな災害ボランティ

アセンター開設・運営に備えることができます。 

社協では、 

今後も各種事業 

でオンラインを 

活用し、コロナ 

禍でも途切れる 

ことなく、災害 

に備えます。 

 

 

各自持参した端末で 

Zoomに接続しました ２ ご寄付いただいた使用済み切手について 
 使用済み切手の寄付について、ご協力いただいた 

皆さま、ありがとうございます。 

 おかげさまで、平成 30年５月から令和２年 12月 

までの間で、60kgを超える使用 

済み切手が集まりました。 

コロナの影響で現在は換金でき 

ていませんが、今後市内業者で 

換金した後、社協事業に活用させ 

ていただきます。 

 

 

社協が行う各種事業の報告や、関連情報の紹介など。 

詳細はボランティアセンター、もしくは各問合せ先にお問い合わせください。 

使用済み切手 

1袋約 10kg あります 

４ アイデア募集 

コロナ禍のボランティア活動について 

 社協では、コロナ禍でも安全に行えるボランティ

ア活動や、その体験のきっかけとなるイベントを検

討しています。 

 活動のアイデアや、社協に行ってほしいイベント

などありましたら、ファクス、メール等でボラン 

ティアセンターまでご提案ください。 

〇参考 令和２年度に社協が実施・企画した活動 

・オンラインのお話相手 

・手作りのおもちゃ・飾りを作って施設に寄付 等 
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